
全日本空輸株式会社所属ボーイング式７８７－８型ＪＡ８０４Ａ航空重大インシデントに
係る安全勧告に基づき講じた措置について（通知）

全日本空輸株式会社所属ボーイング式７８７－８型ＪＡ８０４Ａは、平成２５年１

月１６日（水）、東京国際空港に向けて山口宇部空港を離陸し、四国上空を上昇
中、メインバッテリーの不具合を示す計器表示とともに、操縦室内で異臭が発生
したため、目的地を高松空港に変更し、高松空港に着陸した。
同機のメインバッテリーが損傷したが、火災は発生しなかった。

【重大インシデントの概要】

【 FAAに対する安全勧告内容 】

①②バッテリーセル設計を継続的に見直す過程にお
いて、ボーイング社は内部短絡の発生メカニズムの
研究を継続し、LIBの製造過程も調査している。これ
にはBCUとコンタクターの動作の改善も含まれている。

【 FAAからの回答】

（1)(2) ＬＩＢの新たな基準を策定し、実運用を模擬して
航空機装備品の試験を行うこととした。

(3)(4)(5) バッテリーシステムは再設計され、新しいLIB
安全評価に基づいて承認されており、また、熱伝播リ
スクにも明確に対応した。

(1)航空機装備品の試験が実運用を適切に模擬した環境で
行われるよう指導すること
(2)ＬＩＢ（リチウムイオンバッテリー）の技術基準を見直し、必
要があれば改正すること

(3)バッテリーの故障率の想定の見直し
(4)セル間の熱伝播リスクが適切に評価されているか見直し
(5)意図せぬコンタクター動作の運航に与える影響を検討し、
必要な措置を講じること

①内部短絡の発生機序の調査を継続すること、ＬＩＢの品質
と信頼性の向上を図ること、温度等のＬＩＢの運用条件を見
直すこと
②BCU（バッテリーチャージユニット）の動作及びコンタクター
の動作確認を改善すること

米国連邦航空局が、講ずべき措置

米国連邦航空局がボーイング社に指導すべき措置
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